
帥 11・ 11・ 11懇営学部教授会

経営学部毅援会決議方法について 軸議=北紺、国中)

(1)やむをえない攀由で摯援会を欠席する場合、人事案件を含む各議事につき獲性:こよる決籐

彦力靭ができ各,

(2)委 fIによる投議参加は浚申0～器の方法により、どの方法によるかを明示し
―なければなら

ないな

①あらかじめ自らの賛晉を表明可能|な場合は、賛否を記して学部長に委器
できる。

②あらかじめ書らの賛番を表明できない場合は、撃援会に出席する特定著:こ賛晉
‐
籍判断を

姜れる趣‐旨で季任できる。

③あらかじめ自ら0賛番を表明できない場合は、出席叢の相対多数骨意見に従う雄旨で、

学部鸞に決議を委性できる。

(31人事索件は原Hllと してすべて投要撫議とする。

(4)以上を1年FHl試行し、2012年 11月の再検討繊うえ維雛=中
止あるいは修正を決める..

瑶糞 ,教授卸 ンノ`―の意思‐を教掛会1雛によりよく反映じるため:こ、やむをえなし`
/Ak務・租警に

より敦授会を欠席する機合の決‐議泰節権を適正な委任方法によ惨保障する。


